
• 社会の動きは、「産業化」と「情報化」の２つに分けて考える必要がある。 
• ファブ社会は産業化の動きの「デジタルマニュファクチャリング」と、1950年より始まった、

情報化の動きの「ソーシャルファブリケーション」の２つの流れが同時に起こっている社
会として定義できる。 

第１回議論の要点① 

ファブ社会の位置づけ（基調講演の要旨） 

産業化 
 

機械化＋商品化 
で『豊かさ』を 

目指す メインフレーム（ハードウェア中心） 
ダウンサイジング（ソフトウェア中心） 

クラウド／モバイル化（データ中心） 

デジタルコンピューティング 
Makers運動 

デジタル工作機械産業 
材料供給・処分インフラ 

デジタルマニュファクチャリング 

1950年 -  1975年 -   2000年 -  2025年 -  2050年 -  

情報化 
 

ネット化＋通品化※ 

で『愉しさ』を 
目指す 

新意識と（対抗・サブ）文化 
ネットワーキング運動 

ソーシャルメディア普及 

ソーシャルコミュニケーション 
FabLabs運動 

ファブコミュニティ化 
ファブ社会化 

ソーシャルファブリケーション 

1850年～ 第2次産業革命 
（車・家電、消費者用サービス生産機械） 

 1950年～ 第3次産業革命（デジタル革命） 

 1950年～ 第1次情報革命（ソーシャル革命） 

公文氏プレゼン資料を元に編集 ※通品化：情報だけでなく、モノ・サービスがシェアされること。 

ファブコミュニティ→ファブ社会 
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• ファブ社会の出現は、個人の意識・価値観から社会インフラ・法律まで様々な影響があるこ
とが考えられる。 

第１回議論の要点② 

ファブ社会の範囲と影響（議論で指摘されたこと） 

「通品」 

作る 使う 
生活者 

企業・ 
製造業 材料供給・回収 SNS／インターネット 都市 

法律・規制 

教育機関 
研究機関 

意識・価値観 
・所有 
・ものづくり 
・集まる 

①通品はどのよ
うな場で交換され
るのか。 

②個人、社会の価
値観はどのように
変容するのか 

③どのような高
等教育が必要と
なるのか。 

④アカデミックと
どのように接合・
変化させるのか。 

⑤既存の製造業・
企業はどうような
役割を担うのか。 

⑥材料供給、回収のイ
ンフラはどのように実
現されるのか 

⑧インターネットとどの
ように融合・複合してい
くのか。 

⑨都市はどのように変
わるのか。 

⑩権利概念、もの
の権利はどうなる
のか。 

⑪日々のFablife
はどのようなも
のになるのか。 

FabLab Network 
BioLab Network 

ファブ社会で新たに作られること ファブ社会から影響をうけること 

⑦ファブリケーションの
コミュニケーションコスト
は安くなるのか。 

社会・生活インフラ 
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